自治体ベンチマーク調査ＦＡＱ

基本的な質問
もっと詳細なデータが欲しい。

一覧表までは公開できませんが、詳細分析データも提供可能です。お問い合わせください。

9ヶ月程度のシステムでも有効な方法ですか？

9ヶ月程度のシステムであれば開発量や工数の上限のおおよその目安はつけられます。ただし、一気に開発するので、頻繁にチェックするのではなく軽い管理体系にした方がよいと思います。6カ月未満のものは、管理の負荷を考えると現段階ではおすすめできません。
データの活用に関する質問

自県の個別事情があるのに統計データに意味はあるのですか？
自県の個別事情は当然データ特性として出てきます。あくまでも統計データの参考値として活用していくとこととなります。また、自県のデータを収集し特性をつかむことで、統計データをうまく活用していくことが可能になります。
統計データだけで何がわかるのか？具体的な使い方はどうするのか教えてほしい。

統計データだけで全てがわかるわけではありません。しかし、目安があることで、大きなリスクを持つプロジェクトを防止することができます。また、データを使って評価することでベンダとの間で良い緊張関係が生まれ品質が向上すると言われています。
メトリックスデータの具体的な活用方法が知りたいのですが？

ベンチマークの具体的活用方法は、現段階では、一般的な統計データと照らし合わせて、大きく外れた案件の確認などをして、失敗リスクを減らすというのが簡単な使用方法です。開発データ活用ガイドブックもあるのですが、皆さんが使いやすいように改訂予定です。ＪＵＡＳのセミナーで活用方法を開設するコースもありますが、民間企業向けです。自治体向けガイドの具体化は、今年と来年の課題だと考えています。
パッケージ活用など、システムの特性に合わせてデータを集計しないと、統計データによりミスリードがおこるのではないか？

パッケージ、基盤上での開発、スクラッチ開発、更改、新規などの区分による分析もしたいですが、現在はデータ数が不足していて分析できていません。今後の課題と考えています。

ファンクションポイントあたりの単価に乖離があり、ヒアリングなどによる分析が必要ではないか？

ファンクションポイントなど大きく乖離したデータに対してはヒアリングも必要と考えていますが、現在は作業工数の関係もあり、できていません。今後の課題と考えています。
調査方法に関する質問

質問が専門的すぎて自治体担当者では答えることができない。
質問の簡素化は課題と考えています。そのため、今年度は自治体の担当者がベンダと一緒に作成可能なように、システム開発着手時にベンダに提示する案内状や調査票を配布しており、担当者の負荷の低減を図っております。今後も簡易な方法を模索していく予定です。

ベンダに調査票の作成を依頼するときの留意事項はありますか？

業者に委託する場合の留意事項は、特にありません。生産性データなどは、普通のベンダは内部で持っている情報ですので、丁寧にお願いすれば、特別な費用や作業の負担なしに書いてくれると思います。

調査範囲、内容の拡大に関する質問

成果や業績をはかる指標はありませんか？

職員の作業時間短縮以外につける指標の例として、「住民満足度」「アクセス数」「認知度」等があります。ニューメディア開発協会のサイトの「調達モデル研究会」→「平成17年度研究会」→「報告書」→「ＰＲＭハンドブック　付録2-1,2-2」に業務毎の指標例が出ています。この研究会は都道府県ＣＩＯフォーラムで発表した情報システム調達研究会の前身となる研究会ですので、お問い合わせいただければこの内容もお答えできます。
岐阜県の実施しているＩＴ予算の調査、佐賀県の管理システム等の他調査との連携が有効ではないか？

昨年の評価は、民間データとの比較を重視しましたが、岐阜、佐賀の取り組みとの協力なども今後の検討課題と認識しています。
税務システム等の類似システム別の評価も重要ではないか？

類似システムの評価をするべきとの意見は多いですが、現在は母数が少ないので実施していません。今後の課題と考えています。

その他
参考見積もりをとるときの方法について教えてください？

参考見積もりの依頼ベンダ数ですが、個人的には3社が妥当だと思っています。あまり多くの企業に負荷はかけられませんし、2社では判断に苦しむことがあります。3社の大まかな内訳があれば、おおよその判断ができると思います。

複数見積もりの評価法は、各社から最小見積もり、もっともありそうな見積もり、最大見積もりの額を出してもらい、価格レンジと中央値などから想定していく方法があります。

